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Consistentwith theprevious studies, textbookconversion, notetaking services, accommodations for
testing, andsign language interpreter serviceswereprovidedat theUNC. Inaddition, thepresent
reportincludesthedetailedprocedurestoapplyforaccommodations,issuesaboutoff-campuspracti-
cum,grievanceprocedures,emotionalsupportanimals,absenceduetodisabilitiesas well as organiza-






























































































ための個人試験室も ５ ～ 6 部屋用意されている。各試
験室には、PC が可動式のデスクに設置されており、
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要　約
　本稿では、米国の大学の障害学生支援部門への現地視察の結果に基づき、米国の障害学生支援に関す
る最近の傾向と課題について報告する。障害者差別解消法が施行された現在、高等教育機関における障
害学生支援体制の整備は直近の課題となっており、本視察は、米国の大学において、障害学生支援体制
整備のための情報収集を行うことを目的とした。視察先大学では、ノートテイク支援、別室受験、時間
延長などの試験時配慮、手話通訳派遣、教科書の電子化 ・ 点字化サービス、などが行われており、これ
らは先行研究からの報告と一致するものであった。加えて、支援の実際の流れについての詳細、学外実
習における合理的配慮の捉え方、紛争解決方法の現状についても情報が得られた。さらに、障害の影響
による授業欠席の問題、感情支援動物に関する合理的配慮の判断についての問題、インクルーシブ教育
への転換が最近の課題としてあげられた。
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